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ソチトル・ボット・リベラ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ソチトルは二
に

段
だん

ベッドに横
よこ

たわり，上
うえ

のベッ
ドを見

み

上
あ

げました。ちょうど家
か

族
ぞく

のいの
りを終

お

えたところで，もうねる時
じ

間
かん

です。ソチト
ルはまだねる前

まえ

の個
こ

人
じん

のいのりをしていません
でした。

どうしていのる必
ひつ

要
よう

があるのだろう，とソチト
ルは思

おも

いました。家
か

族
ぞく

のみんなは，神
かみ

様
さま

に感
かん

謝
しゃ

し
たり，良

よ

いゆめが見
み

られるようにお願
ねが

いしたり，
いつも同

おな

じことを言
い

っています。家
か

族
ぞく

のいのりは
ほんとうにこたえられているのでしょうか。時

とき

々
どき

，
ソチトルは悪

わる

いゆめを見
み

ることがあるのです。
いのるのをやめたらどうなるでしょうか。新

あたら

しいアイデアを
試
ため

してみようと思
おも

い，ソチトルは横
よこ

向
む

きになってねむりにつきま
した。

その後
あと

，数
すう

日
じつ

間
かん

，ソチトルはいのりませんでした。それから，
数
すう

日
じつ

は数
すう

週
しゅう

間
かん

になりました。特
とく

に変
か

わったことはありません。
大
たい

したちがいは感
かん

じられませんでした。
学
がく

年
ねん

度
ど

の残
のこ

りの期
き

間
かん

が終
お

わり，間
ま

もなく夏
なつ

になりました。ソチ
トルは水

すい

泳
えい

のレッスンに行
い

ったり，犬
いぬ

と遊
あそ

んだりして，楽
たの

しい時
じ

間
かん

をすごしました。親
しん

戚
せき

の集
あつ

まりで，いとこたちに会
あ

う機
き

会
かい

もあ
りました。

毎
まい

晩
ばん

，ソチトルは家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にいのりました。でも，自
じ

分
ぶん

一
ひと

人
り

ではいのりませんでした。
やがて夏

なつ

が終
お

わり，ソチトルは学
がっ

校
こう

に行
い

く用
よう

意
い

を始
はじ

めました。
でも，少

すこ

しもわくわくしません。学
がっ

校
こう

が始
はじ

まる数
すう

日
じつ

前
まえ

，新
あたら

しい先
せん

生
せい

に会
あ

い，自
じ

分
ぶん

用
よう

のロッカーを見
み

つけ，新
あたら

しいリュックを手
て

に入
い

れました。学
がっ

校
こう

に行
い

くことを考
かんが

えると，いつもいやな気
き

分
ぶん

になり
ました。毎

まい

日
にち

，どんどんいやな気
き

分
ぶん

になっていきます。
ある夜

よる

，ソチトルはベッドの中
なか

で起
お

きたまま，学
がっ

校
こう

のことを考
かんが

えていました。行
い

きたくないな。こわいな，と思
おも

いました。それ
から，いのりについて両

りょう

親
しん

が教
おし

えてくれたことを思
おも

い出
だ

しまし

た。どこでもいのることができ，助
たす

けやなぐさめを求
もと

めていの
ることができると，両

りょう

親
しん

は言
い

っていました。
ソチトルはベッドの横

よこ

にひざまずき，深
しん

呼
こ

吸
きゅう

をしました。数
すう

か
月
げつ

ぶりに，個
こ

人
じん

のいのりをしました。ソチトルは天
てん

のお父
とう

様
さま

にい
のりました。家

か

族
ぞく

のいのりのときと同
おな

じように，天
てん

のお父
とう

様
さま

に感
かん

謝
しゃ

し，良
よ

いゆめが見
み

られるようにお願
ねが

いしました。いのり終
お

え
たとき，心

こころ

の中
なか

に大
おお

きなちがいは感
かん

じませんでした。
次
つぎ

の夜
よる

，もう一
いち

度
ど

やってみました。そしてまたもう一
いち

度
ど

。預
よ

言
げん

者
しゃ

と家
か

族
ぞく

を祝
しゅく

福
ふく

してくださるよう，天
てん

のお父
とう

様
さま

にお願
ねが

いしまし
た。やがて，ソチトルは自

じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちや，これから始
はじ

まる学
がっ

校
こう

に
どんなことを望

のぞ

んでいるかを，天
てん

のお父
とう

様
さま

に話
はな

すようになってい
ました。

ある夜
よる

，ソチトルは言
い

いました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

，わたしは学
がっ

校
こう

がとってもこわいです。ねむれません。もうこれ以
い

上
じょう

こわい気
き

持
も

ちにならないように助
たす

けてくださいませんか。」まるであたた
かい毛

もう

布
ふ

に包
つつ

まれたような，とても平
へい

安
あん

な気
き

持
も

ちに包
つつ

まれるの
を感

かん

じました。すぐに，それがせいれいであることが分
わ

かりま
した。

だからわたしたちはいのるのね，とソチトルは思
おも

いました。天
てん

のお父
とう

様
さま

の愛
あい

を感
かん

じるために。それはすばらしい気
き

持
も

ちでした。
いのらなかった数

すう

か月
げつ

間
かん

，この気
き

持
も

ちを感
かん

じるのをのがしてい
たのです。

「神
かみ

はその子
こ

供
ども

たちのいのりを聞
き

き， 
それにこたえてくださいます。」

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

　ディーター・F・ウークトドルフ長
ちょう

老
ろう

 
「ダマスコに行

い

く途
と

中
ちゅう

でとどまる」 
『リアホナ』2011 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

，70

ソチトルはほほえみました。学
がっ

校
こう

に通
かよ

い始
はじ

めるのはまだ不
ふ

安
あん

でしたが，神
かみ

様
さま

が安
あん

心
しん

させてくださると知
し

って，とても心
こころ

強
づよ

く感
かん

じました。神
かみ

がほんとうに耳
みみ

をかたむけてくださっているので，
ソチトルはいつでもどこでも，安

あん

心
しん

させていただけるようにい
のることができました。●

	
いのりへの

疑
ぎ

問
も ん

ソチトルがいのるとき，神
かみ

様
さま

はほんとうに 
耳
みみ

をかたむけてくださっているのでしょうか。


